
た
方
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述

べ
、
党
中
央
委
員
会
が
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
被
災
者
救
援
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
地
震
救

援
募
金
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。
国

の
住
宅
再
建
制
度
の
適
応
で
全
壊

で
も
最
大
３
０
０
万
円
と
、
十
分
な

支
援
が
必
要
、
と
国
の
災
害
対
策
の
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１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
、
広
範
囲
に
わ
た

る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
日
を
追

う
ご
と
に
被
害
が
広
が
る
状
況
で

す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心

か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
２
０
２
４
年
能

登
半
島
地
震
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
被
災
地
の
党
組
織
、
国
会
・

地
方
議
員
が
要
望
を
聞
き
取
り
、

調
査
・
救
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
被
災
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。 

避
難
所
等
で
は
、
被
災
者
の
方

が
極
寒
と
不
安
の
中
で
、
早
急
な

救
援
を
待
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
県
営
住
宅
の
提

供
も
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
の
住

宅
受
付
は
県
住
宅
供
給
公
社
豊
田

公
営
住
宅
セ
ン
タ
ー
内
（
０
５
６

５-

３
４-

２
０
０
１
）
で
月
～
金

日
本
共
産
党
豊
田
市
委
員
会
と

後
援
会
は
１
月
２
日
、
新
春
恒
例

の
挙
母
神
社
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。 青

木
町
在
住
の
も
と
む
ら
伸
子

衆
議
院
議
員
が
参
加
し
、
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
、
被
災
さ
れ

（
９
時
～
１
７
時
１
５
分
ま
で
）
。

ま
た
、
お
知
り
合
い
な
ど
で
お
困

り
の
方
の
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
下

さ
い
。 

日
本
共
産
党
と
し
て
国
会
議
員

を
先
頭
に
、
地
域
で
皆
様
に
災
害

救
援
募
金
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。 お

預
か
り
し
た
救
援
募
金
は
日

本
共
産
党
の
政
治
活
動
の
資
金
と

区
別
し
、
全
額
を
被
災
地
救
援
に

充
て
て
い
き
ま
す
。 

充
実
を
提
起
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
党
の
掲
げ
て
い
る

経
済
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現

と
し
て
、
大
軍
拡
よ
り
賃

上
げ
、
消
費
税
減
税
と
税

負
担
軽
減
、
食
料
自
給
率

上
げ
て
、
再
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
経
済
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
、
政
治
は
必
ず
変
え

ら
れ
る
希
望
が
あ
る
こ
と

を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

パ
ー
テ
ィ
ー
券
不
正
裏

金
の
徹
底
究
明
と
、
企
業

団
体
献
金
を
一
切
受
け
取

ら
ず
、
全
面
禁
止
を
求
め
、

政
治
と
金
の
腐
敗
政
治
を

正
す
こ
と
が
で
き
る
日
本

共
産
党
の
値
打
ち
を
語
り

ま
し
た
。 

根
本
み
は
る
市
議
会
議

募金の受付 
【郵便振替】 

 口座番号  

   ００１７０―９―１４０３２１ 

 加入者氏名 「日本共産党災害募金係」 
  通信欄に「能登半島地震募金」とご記

入ください。 
または、日本共産党豊田市委員会でも受け 

付けています。 

 

員
は
、
１
２
月
市
議
会
に
提
出
さ

れ
た
学
校
給
食
費
の
無
料
化
の
請

願
書
に
は
、
日
本
共
産
党
と
新
し

い
風
と
よ
た
の
４
名
が
賛
成
し
、

自
民
ク
ラ
ブ
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

公
明
党
豊
田
市
議
団
の
３
会
派
が

反
対
し
た
こ
と
、
２
月
の
市
長
選

出
馬
予
定
者
が
給
食
費
無
料
を
公

約
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。 

市
政
の
問
題
と
し
て
、
ラ
リ
ー

選
手
権
に
は
、
豊
田
市
が
主
催
団

体
と
な
り
、
２
年
間
で
出
資
金
な

ど
５
億
円
（
人
件
費
等
含
ま
ず
）

も
の
税
金
を
使
い
、
一
方
で
今
年

４
月
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
、
国

保
税
も
値
上
げ
の
審
議
会
答
申
が

出
て
い
る
。
豊
か
な
財
政
を
、
給

食
費
無
料
化
、
水
道
料
金
値
上
げ

ス
ト
ッ
プ
、
加
齢
性
難
聴
の
補
聴

器
助
成
制
度
創
設
に
！
な
ど
訴
え

ま
し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
募
金
は
、

１
６
，
６
３
４
円
と
な
り
、
ご
協

力
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。 
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被災地では救助が続けられ、今だに断
水や孤立状態で被災地に支援が届か
ないのに、岸田首相の憲法改憲発言は
許せない！ 

 
場所：豊田市駅東口デッキ 
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米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

で
開
か
れ
て
い
た
核
兵
器
禁
止
条

約
第
２
回
締
約
国
会
議
は
１
２
月

１
日
、
核
抑
止
論
に
つ
い
て
、
不

拡
散
や
核
軍
縮
に
反
す
る
と
し
て

厳
し
く
批
判
し
、
禁
止
条
約
未
参

加
国
に
署
名
や
批
准
を
呼
び
掛
け

る
政
治
宣
言
を
採
択
し
て
閉
幕
し

ま
し
た
。
締
約
国
会
議
は
、
条
約

の
運
用
を
促
進
す
る
た
め
に
開
か

れ
る
も
の
で
、
今
回
は
、
ロ
シ
ア

や
イ
ス
ラ
エ
ル
が
核
兵
器
使
用
の

脅
迫
を
行
う
な
ど
、
重
大
な
逆
行

の
も
と
で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
政
治
宣
言
は

「
核
リ
ス
ク
の
増
大
と
危
険
な
核

抑
止
の
永
続
化
を
傍
観
」
し
な
い

と
述
べ
、
「
現
在
お
よ
び
将
来
の

世
代
の
た
め
に
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
不
断
に

努
力
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
政
治
宣
言
は
、
核
兵
器

の
使
用
と
、
そ
れ
に
よ
る
威
嚇
は

国
連
憲
章
を
含
む
国
際
法
違
反
で

あ
る
と
し
て
、
核
兵
器
に
よ
る
い

か
な
る
威
嚇
も
明
確
に
非
難
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
締
約
国
会
議
に
お
け
る
原

水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
の
声
明
の

中
で
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
か
ら
間
も
な
く
３
年
、
こ
の
間

の
国
際
情
勢
の
展
開
は
、
核
兵
器

が
戦
争
を
防
止
し
、
侵
略
を
抑
止

す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
戦
争
や
侵

略
を
助
長
し
一
般
市
民
を
も
標
的

に
し
た
殺
り
く
や
破
壊
を
長
引
か

せ
、
武
力
の
行
使
と
威
嚇
を
排
し

紛
争
の
平
和
的
手
段
に
よ
る
解
決

を
義
務
付
け
た
国
連
憲
章
の
平
和

の
ル
ー
ル
に
逆
行
す
る
手
段
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
同
時

に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
は
、

こ
の
情
勢
の
中
で
も
世
界
の
大
勢

が
、
国
連
憲
章
と
原
子
兵
器
・ 

大

量
破
壊
兵
器
の
廃
絶
を
方
向
付
け

た
国
連
第
一
号
決
議
、
『
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
』
の

達
成
を
誓
っ
た 

Ｎ
Ｐ
Ｔ 

再
検
討

会
議
の
合
意
の
履
行
へ
と
進
ん
で

い
る
こ
と
を
示
し
、
人
類
に
希
望

を
与
え
続
け
て
い
る
。
」
と
核
兵

器
の
非
人
道
性
と
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
支
持
す
る
世
論
の
重
要
性

を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
・

調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
決

議
は
、
１
２
月
１
６
日
現
在
、
６

７
３
自
治
体
議
会
で
採
択
さ
れ
、

県
・
市
区
町
村
の
自
治
体
の
約
４

０
％
に
達
し
、
ま
た
、
締
約
国
会

議
に
先
立
ち
、
日
本
原
水
協
が
こ

れ
ま
で
に
提
出
し
た
「
禁
止
条
約

参
加
署
名
」
は
、
累
計
１
４
１
万

７
３
９
９
人
に
達
し
て
い
ま
す
。 

締
約
国
会
議
に
は
６
９
あ
る
締

約
国
の
う
ち
５
９
カ
国
と
、
ド
イ

ツ
な
ど
米
国
の
同
盟
国
を
含
む
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
国
３
５
カ
国
が
参
加

す
る
中
、
日
本
政
府
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
の
参
加
に
も
応
じ

ず
、
対
話
を
拒
否
し
続
け
て
い
ま

す
。
日
本
政
府
が
一
刻
も
早
く
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ
き
こ

と
が
、
歴
史
的
な
締
約
国
会
議
で

明
確
と
な
っ
た
今
、
意
見
書
の
採

択
は
次
の
世
代
に
対
す
る
責
任
で

あ
る
と
考
え
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、

本
請
願
に
つ
い
て
賛
同
し
ま
す
。 

豊
田
市
は
、
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
対
す
る
支

援
の
一
環
と
し
て
市
営
住
宅
を
提

供
し
ま
す
。 

対
象
者
…
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

自
宅
が
損
壊
し
、
住
ま
い
に
お

困
り
の
方
。 

入
居
条
件
…
入
居
期
間
使
用
開
始

か
ら
６
か
月
（
最
長
１
年
ま
で

延
長
可
） 

使
用
料
（
家
賃
お
よ
び
駐
車
場
）

免
除 

 

１
２
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参

加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て 

根
本
み
は
る
市
議
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
紹
介
し
ま
す
。 

利
用
者
負
担
…
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
及
び
下
水
道
使
用
料
等
、
共
同

施
設
等
維
持
運
営
に
要
す
る
費
用 

受
入
住
宅
…
市
営
住
宅
１
０
戸 

受
付
日
時
及
び
場
所
… 

日
時  

令
和
６
年
１
月
１
１
日

(

木)

以
降
の
開
庁
日 

（
午
前
８

時
３
０
分
～
午
後
５
時
１
５

分
） 

場
所  

豊
田
市
役
所 

西
庁
舎
４

階 

定
住
促
進
課
窓
口  

そ
の
他  

代
理
人
な
ど
に
よ
る

申
込
み
も
可
能
。
先
着
順
に
受

付
。 


